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興
組
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立
の
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『
鬼
平
犯
科
帳
』と
街
巡
り

す
み
だ
・
浅
草

下
町
コ
ラ
ボ
　

江
戸
の
食
、産
業
で
Ｐ
Ｒ

設立の認可（法第条）
★　認可申請に必要な書類

★　申請書類作成上の留意点

★　設立認可書

★　設立登記申請に必要な書類

全振連近代化推進シリーズより２
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祭
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ま
ち
づ
く
り
会
社
の

設
立
と
運
営

　
（
１
）
ま
ち
づ
く
り
会
社

の
背
景
と
設
立

　
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

中
心
に
展
開
す
る
〝
街
な
か

活
性
化
推
進
型
〟
の
ま
ち
づ

く
り
会
社
の
設
立
は
、
中
心

市
街
地
や
商
店
街
の
空
洞
化

や
衰
退
が
背
景
に
あ
り
、
こ

れ
に
対
処
す
る
た
め
に
中
心

市
街
地
の
再
生
や
商
店
街
の

活
性
化
を
目
指
し
た
も
の
が

大
半
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設
立

に
際
し
て
は
、
商
店
街
や
商

業
者
が
自
ら
問
題
意
識
を
持

ち
、
そ
の
対
策
と
し
て
商
店

街
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
設

立
に
動
い
た
〝
商
店
街
主
導

型
〟
の
地
区
と
、
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
の
認
定

を
受
け
る
た
め
に
行
政
か
ら

背
中
を
押
さ
れ
る
形
で
設
立

し
た
〝
行
政
主
導
型
〟
、
そ

の
中
間
と
し
て
、
商
店
街
と

行
政
の
双
方
が
強
調
し
て
設

立
し
た
〝
官
民
協
調
型
〟
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
、
〝
商
店
街
主
導
型
〟
は

設
立
に
際
す
る
出
資
金
も
市

町
村
の
比
率
が
比
較
的
低

く
、
今
回
の
事
例
で
は
「
㈱

ま
ち
づ
く
り
松
山
」
が
該
当

し
ま
す
。
ま
た
、
〝
行
政
指

導
型
〟
は
「
㈱
金
沢
商
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー
」が
該
当
し
、

資
本
金
の
２
分
の
１
を
市
が

出
資
し
、
代
表
者
に
市
の
Ｏ

Ｂ
が
就
い
て
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に

沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
会
社
で

あ
る
場
合
は
、
「
都
市
機
能

の
増
進
を
図
る
事
業
な
ど
を

実
施
す
る
」
会
社
と
「
経
済

活
力
の
向
上
を
図
る
取
り
組

み
を
行
う
」
会
社
に
分
か
れ

ま
す
。
ま
た
、
認
定
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
地
区

に
お
い
て
、
中
心
市
街
地
活

性
化
協
議
会
の
構
成
員
と
な

る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
法
律

上
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
、

市
町
村
の
出
資
に
つ
い
て
は

最
低
３
％
の
出
資
が
必
須
の

条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
（
２
）
ま
ち
づ
く
り
会
社

の
組
織

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
、
今

回
の
５
事
例
が
す
べ
て
そ
う

で
あ
っ
た
様
に
、
株
式
会
社

の
形
態
を
と
る
組
織
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
社
の
資
本
金
は
、
ハ
ー

ド
事
業
を
行
う
会
社
は
大
き

く
な
り
、
ソ
フ
ト
事
業
の
み

を
行
う
会
社
は
比
較
的
小
資

本
が
多
く
な
り
ま
す
。
５
事

例
を
み
る
と
、
施
設
整
備
な

ど
の
ハ
ー
ド
事
業
を
行
う
㈱

金
沢
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は

や
や
資
本
の
規
模
は
大
き
く

な
る
も
の
の
、
全
般
に
ソ
フ

ト
事
業
の
た
め
の
会
社
で
あ

り
、
大
半
が
１
０
０
０
～
２

０
０
０
万
円
前
後
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
資
者
は
、
そ
の
設
立
の

目
的
や
主
導
機
関
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
広
く
商
業
者
、

事
業
者
や
住
民
な
ど
か
ら
出

資
を
募
り
、
個
人
、
法
人
を

中
心
に
構
成
す
る
会
社
、
市

や
商
工
会
議
所
な
ど
の
指
導

機
関
、
金
融
機
関
や
公
益
企

業
な
ど
の
地
域
の
有
力
企
業

を
中
心
に
株
主
と
す
る
会

社
、
中
心
市
街
地
の
商
店
街

を
主
た
る
出
資
者
と
す
る
会

社
な
ど
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、

出
資
者
の
数
、
出
資
比
率
も

一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中

心
市
街
地
活
性
化
法
に
は
関

係
し
な
い
純
民
間
会
社
の

『
㈱
ア
モ
ー
ル
ト
ー
ワ
』
を

除
い
て
、
他
は
市
が
出
資
す

る
第
３
セ
ク
タ
ー
で
あ
り
、

市
の
出
資
比
率
は
数
％
か
ら


％
と
格
差
が
あ
り
ま
す
。

　
（
３
）
役
員
と
執
行
体
制

　
株
式
会
社
の
ま
ち
づ
く
り

会
社
は
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
、

総
会
、取
締
役
会
、代
表
者
、

事
業
ス
タ
ッ
フ
の
体
制
で
事

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
代
表
取
締
役
に
つ
い
て

は
、
会
社
の
出
資
者
で
あ
る

商
店
街
役
員
ま
た
は
行
政
関

係
者
（
Ｏ
Ｂ
を
含
む
）
が
就

任
し
て
い
る
会
社
が
多
く
、

設
立
後
の
日
が
浅
い
こ
と
も

あ
り
、
専
従
職
員
出
身
の
着

任
は
取
締
役
も
含
め
て
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
代
表

者
が
商
店
街
役
員
の
場
合

は
、
商
店
主
や
所
属
商
店
街

組
合
の
理
事
長
と
の
兼
務
が

多
く
、
行
政
関
係
者
は
専
任

ま
た
は
兼
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
会
社
設
立
な
ど

に
係
る
キ
ー
マ
ン
は
、
ほ
と

ん
ど
が
以
降
も
そ
の
ま
ち
づ

く
り
会
社
の
代
表
取
締
役
の

職
に
あ
り
、
日
々
の
事
業
に

采
配
を
振
る
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
取
締
役
は
、
出
資
者
及
び

出
資
金
の
構
成
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
商
店
街
関
係
者
で

す
べ
て
ま
た
は
大
半
を
占
め

る
会
社
も
あ
る
半
面
、
商
店

街
の
関
与
は
少
な
く
主
に
出

資
企
業
な
ど
か
ら
の
役
員
で

占
め
る
会
社
、混
成
で
構
成
す

る
会
社
な
ど
ま
ち
ま
ち
で
す
。

　
現
場
を
取
り
仕
切
る
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は
、
代
表
取
締
役

な
ど
が
兼
務
し
不
在
の
ケ
ー

ス
と
、
専
任
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
置
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
事
例
５
社
に
つ
い

て
は
、
代
表
取
締
役
は
、
金

沢
商
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

み
専
任
で
、
他
は
会
社
へ
の

関
与
は
多
大
で
あ
る
も
の
、

い
ず
れ
も
商
店
街
役
員
や
事

業
者
と
の
兼
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
に
つ
い
て
は
、
出
向
、
正

規
職
員
の
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
金
沢
商
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
及
び
大
分
ま
ち
な
か
倶

楽
部
に
お
い
て
は
専
任
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
て
お

り
、
事
業
の
執
行
が
円
滑
で

あ
る
と
と
も
に
、
既
存
事
業

の
改
善
や
事
業
領
域
の
拡
大

に
つ
い
て
よ
り
積
極
的
に
対

応
し
て
お
り
、
そ
の
効
用
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

　創立総会が終了したら、組合の設立の認可を受けるため、発起人代表は遅滞なく（東京都の指導で
は通常２週間以内）必要書類を作成して行政庁に提出しなければならない。行政庁への提出書類は、
表紙となる「設立認可申請書」と次の（１）から（）の添付書類で、これらを一括して「袋とじ」
にして表と裏のとじ目に発起人代表の印鑑（発起人代表が個人の場合は区市町村に登録の印、法人の
場合は法務局に登録してある代表者の印）で割印する。
（１）　定款
（２）　設立後２事業年度の事業計画
（３）　役員の氏名及び住所を記載した書面
　創立総会で選出された理事及び監事に「役員就任承諾書」を提出してもらい、それらに基づいて
「役員名簿」を作成する。「役員就任承諾書」は就任承諾の確認のため、必ず役員全員から集めて置
くこと。　
（４）　設立趣意書
（５）　設立同意者がすべて組合員たる資格を有する者であることを発起人が誓約した書面
　①　発起人が法人の場合は、法人名及び代表者名を記載し、法人の登録印（代表者印）を押印。個
人の場合は、個人名を記載し、個人の登録印を押印。
　②　発起人は全員記載し押印する。なお、発起人の住所の記載は必要ない。
（６）　設立同意者がそれぞれ引き受けようとする出資口数を記載した書面
　各同意者の氏名・住所・出資口数・業種などを記載した「設立同意者名簿」を提出するが、確認書
類（名簿と照合のうえ返却される）として「設立同意及び出資引受」の提示も求められている。
　①　同意者が法人の場合は、法人名及び代表者の役名・氏名を記入する。
　②　業種は具体的に記入する。
　③　地区以外に本店がある場合は、地区内の支店住所を記入し本店住所を（　）書とする。
（７）　設立後２事業年度の収支予算書
（８）　創立総会の議事録（又は謄本）
　謄本の場合には、発起人代表が「原本に相違ない」旨の証明（認証）を行う。
（９）　理事会議事録
（）　発起人印鑑証明書
　①　設立発起人全員の印鑑証明書を添付する。
　②　発起人が法人の場合は、法人代表としての印鑑証明。
（）　発起人代表が設立の認可申請を行うことについて、他の発起人全員が委任する委任状
（）設立の要件に適合しているかについての認定の参考となるべき事項を記載した書面
　これに該当するのは次のとおり
　①　組合員たる資格を有する者及び組合員となろうとする者の事業又は業種別人員数を記載した書
面
　②　組合の地区たる地域の地図
　③　設立しようとする組合の地区が、区以外の商工会議所又は商工会の組織や運営に支障を生ず
るおそれがないことを証する書面が必要である。

　書類作成にあたっては、発起人はよく認可基準を理解し、事前に行政庁との協議のうえ事務処理に
遺漏のないよう、次のような点に留意してください。
（１）　設立認可申請書は指定様式（Ａ４版）とし、横書きとする。添付書類もなるべく横書きとす
ること。
（２）　発起人の会社名・住所・氏名等は添付する印鑑証明書と同じ文字を使用する。
　　旧漢字や漢数字で印鑑証明書に記載されている場合は、そのままその文字を記入する。
（３）　申請書及び添付書類に記載した文字は改変することができないが、加入・削除の訂正はでき
る。この場合は、訂正前の文字が読めるように横線を引いて訂正を加え、そのページの上部余白に
「○字削除」「○字加入」など記載して、これらの書類に発起人代表の印鑑（発起人代表が個人の場
合は区市町村に登録の印、法人の場合は法務局に登録してある代表者印）で押印する。なお、発起人
や理事などが複数記名押印する書類（誓約書、創立総会議事録、理事会議事録、委任状）については、
その書類の押印に使用した印鑑で全員が書類の上部余白にも押印する。
（４）　申請書は正本を２通（地区が複数にまたがる場合は３通）作成して、所管行政庁の担当窓口
（組合の地区が複数またがる場合は、設立しようとする組合の事務所所在地の行政窓口）へ提出する。
（５）　今後の商店街振興組合の強化のための資料となるものですから、東京都商店街振興組合連合
会にも１通お出し下さい。

　行政庁は提出書類を審査し、設立しようとする組合が、地区の要件や構成上の要件などを備えてい
ることを確認した後、１通を保管し、他の１通は表紙の上に設立認可する旨記載した「設立認可書」
を貼付して、「設立同意書及び出資引受書」とともに発起人代表に返却される。この返却された１通
が設立認可書の「原本」となる。この認可書は、設立登記申請の際に必要となる。
．理事への事務の引継ぎ（法第条）
　行政庁から設立の認可を受けたら、発起人は遅滞なく（合理的期間内に速やかに）、創立総会で選
出され、就任した理事へ設立事務の引き継ぎを行う。事務の引き継ぎを受けた理事は、出資金の徴収
や設立登記などを行う。
．出資の払込み（法第条）
　行政庁から組合の認可を受けたら、発起人の職務は終わり、設立に関する事務は創立総会で選挙さ
れて就任した理事へ引き継がれる。事務の引き継ぎを受けた理事は遅滞なく（合理的期間内にすみや
かに）、設立同意者から出資金の徴収（定款の定めにより、通常は全額払込み）を行わなければなら
ない。
　この出資の払込みが完了してはじめて、組合の設立登記の申請を行うことができる。
．設立登記（法第条）
　出資の払込みが完了したら、その日から２週間以内に組合事務所の所在地を所管する法務局（支局
・出張所）において設立の登記申請を行う。登記が完了すると、組合が成立し、登記申請日が商店街
振興組合の成立月日となる。
　設立登記申請は、組合の代表理事又はその代理人が自ら法務局に出頭して行わなければならない。
　また、登記申請と同時に、代表理事は、その使用する印鑑（組合代表印）も法務局へ届け出て登録
しなければならない。この場合、提出する「印鑑届出書」に代表理事の個人の実印（区市町村に登録
してある印鑑）の印鑑証明を添付する。

　組合設立登記申請に必要な書類は、表紙となる「設立登記申請書」と次の（１）～（８）の添付書
類。
（１）　定　款
　定款の最終条文の後に、次のような証明（認証）する。
　「　以上は、本組合の定款である。
　　　　　　　　　　　　　　　　○○○商店街振興組合
　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　　○　○　○　○　　●（注）組合代表者印　」

（２）　創立総会議事録
　原本でなく謄本（写し又はコピー）の場合は、代表理事が「原本に相違ない」旨証明（認証）する。
（３）　理事会議事録
　原本でなく謄本（写し又はコピー）の場合は、代表理事が「原本に相違ない」旨証明（認証）する。
　※　（２）（３）が原本（押印してあるもの）で１枚の用紙で作成されていない場合は、各ページ
に割印を押した方がよい。
（４）　代表理事の就任承諾書
　就任承諾書には、代表理事の個人印鑑証明の貼付が必要なので、承諾書（Ａ４版）の下半分に個人
の印鑑証明を貼付する。
（５）　出資の総口数を証する書面
　各組合員の「設立同意書及び出資引受書」
（６）　出資金の払込があったことを証する書面
　監事が作成する証明書又は金融機関の発行する払込出資金保管証明書
（７）　設立の認可書
　行政庁からの「設立認可書」の原本を添付せず、代表理事が原本と相違ないことを、次のように認
証した謄本を添付したほうがよい。
　「　原本に相違ありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　○○○商店街振興組合
　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　　○　○　○　○　　●（注）組合代表者印　」
（８）　委任状
　代表理事でなく代理人に登記申請を委任する場合に必要。
．成立の日における貸借対照表（法第条）
　法律第条第１項、施行規則第条の規定により、組合は成立の日における貸借対照表を作成しな
ければならない。
．税務署及び都税事務所に対する法人設立届
　組合の成立によって法人としての納税義務が生じるので、事業開始後２カ月以内に所轄の税務署へ
「法人設立届出書」を提出しなければならない。同様に都税事務所にも届け出る。届出の際に、「登
記簿謄本」「定款」「組合員名簿」がそれぞれ必要になる。
　また、青色申告法人制度の適用を受けたいときは、登記完了の日から３カ月をした日か最初の事業
年度終了の日かのいずれか早い日までに「青色申告書の提出承認申請書」を提出する必要がある。
　いずれの届出も用紙は各税務署に備えてある。
※詳しくは、東京都商店街振興組合連合会または所轄の区市担当部署までお問い合わせください。

商　店　街　ニ　ュ　ー　ス （２）第号平成年月日（毎月日発行）

妙亀塚では奉納能も行われるなど、鬼平ゆかりの地ならで
はの江戸情趣あふれる企画が続々

　
江
戸
の
放
火
、
盗
賊
、
賭

博
な
ど
を
取
り
締
ま
っ
た
旗

本
・
長
谷
川
平
蔵
を
描
い
た
、

池
波
正
太
郎
の
人
気
時
代
小

説
『
鬼
平
犯
科
帳
』
。
そ
の

舞
台
と
な
っ
た
墨
田
区
お
よ

び
台
東
区
浅
草
エ
リ
ア
に

は
、
同
小
説
ゆ
か
り
の
跡
地

や
史
蹟
、
そ
の
モ
デ
ル
と
さ

れ
た
店
な
ど
が
数
多
く
点
在

す
る
。

　
そ
ん
な
地
域
資
源
を
広
域

的
に
つ
な
い
だ
〝
物
語
〟
と

し
て
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
墨
田

区
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

（
山
田
昇
理
事
長
）
、
台
東

区
の
（
協
）
浅
草
商
店
連
合

会
（
丸
山
眞
司
理
事
長
）
、

浅
草
北
部
こ
と
ぶ
き
商
店
会

（
加
藤
孝
平
会
長
）
、
花
川

戸
商
店
会（
諏
訪
信
幸
会
長
）

で
は
、

月
１
日
～

日
に

各
所
で
連
携
イ
ベ
ン
ト
を
展

開
す
る
「
池
波
正
太
郎
の
世

界
に
ゆ
る
り
と
遊
ぶ
！
　
鬼

平
犯
科
帳
が
行
く
江
戸
下

町
」
を
開
催
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
初
日
の

月
１

日
は
、
浅
草
北
部
こ
と
ぶ
き

商
店
会
で
「
妙
亀
塚
ま
つ
り

・
お
ば
け
地
蔵
ご
縁
日
」
を

開
催
。
会
場
と
な
っ
た
同
商

店
街
隣
接
の
都
指
定
旧
跡
・

妙
亀
塚
は
小
説
に
登
場
す
る

舞
台
の
ひ
と
つ
で
、
今
回
は

江
戸
囃
子
や
奉
納
能
な
ど
の

江
戸
伝
統
芸
能
で
演
出
。
な

か
で
も
奉
納
能
「
隅
田
川
」

で
は
、
能
楽
師
シ
テ
方
観
世

流
の
坂
真
太
郎
氏
が
登
場
す

る
と
あ
っ
て
、
地
元
客
を
は

じ
め
多
数
の
フ
ァ
ン
が
詰
め

掛
け
た（
左
の
写
真
参
照
）。

こ
の
ほ
か
松
吟
寺
境
内
の
お

ば
け
地
蔵
前
で
は
、
掘
り
出

し
セ
リ
市
、
屋
台
、
雅
楽
や

ジ
ャ
ズ
演
奏
も
実
施
し
て
い

る
。

　
続
い
て

月

日
に
は
、

会
場
を
墨
田
区
錦
糸
公
園
へ

移
し
て
、
江
戸
か
っ
ぽ
れ
や

講
談
、
三
味
線
漫
談
、
江
戸

家
ま
ね
き
猫
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
実
施
し
た
ほ
か
、

『
鬼
平
犯
科
帳
』
に
登
場
し

た
江
戸
伝
統
の
食
や
文
化
に

親
し
む
企
画
も
実
施
。
区
内

商
店
街
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
お

し
な
り
く
ん
」
「
あ
づ
ち
ゃ

ん
」
な
ど
も
駆
け
つ
け
て
、

会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　

月

日
に
は
、
花
川
戸

商
店
会
の
隅
田
公
園
会
場

で
、
地
場
産
業
に
ち
な
ん
だ

「
下
駄
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
も
開
催
。
「
早
稲
田

大
学
　
下
駄
っ
ぱ
ー
ず
」
、

下
駄
の
産
地
で
あ
る
大
分
県

日
田
市
か
ら
の
「
日
田
も
り

あ
下
駄
（
げ
た
）
い
」
、
ダ

ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
「
リ
ブ
ラ
イ

ズ
」
も
登
場
し
た
。

　
最
終
日
の

月

日
に
は

浅
草
オ
レ
ン
ジ
通
り
を
会
場

に
、
「
長
谷
川
平
蔵
と
火
付

盗
賊
改
方
パ
レ
ー
ド
」
を
実

施
。
続
い
て
、
殺
陣
の
ス
テ

ー
ジ
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
た
。

　
花
川
戸
商
店
会
は
、
今
回

の
連
携
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
と

し
て
台
東
区
商
連
へ
の
新
規

加
入
の
検
討
も
始
め
て
お

り
、
こ
う
し
た
連
携
事
業
は

区
市
商
連
の
加
入
促
進
に
も

効
果
が
あ
る
と
い
え
そ
う

だ
。

　
東
京
都
商
店
街
連
合
会
の

常
任
理
事
・
女
性
部
長
で
あ

る
依
田
禎
子
氏
が
、

月
１

日
に
平
成

年
度
の
板
橋
区

政
功
労
者
の
表
彰
を
授
与
さ

れ
た
。
こ
れ
は
板
橋
区
商
連

の
副
会
長
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
数
々
の
区
内
商
業
の
振

興
に
対
し
て
き
た
功
績
を
讃

え
た
も
の
。
こ
れ
を
記
念
し

て

月

日
に
は
、
椿
山
荘

で
受
賞
祝
賀
会
も
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　
依
田
氏
は
都
商
連
に
お
い

て
も
初
代
女
性
部
長
と
し

て
、
女
性
部
の
設
立
か
ら
運

営
ま
で
永
年
尽
力
し
て
こ
ら

れ
た
。
祝
賀
会
会
場
に
は
坂

本
健
　
板
橋
区
長
を
は
じ
め

桑
島
俊
彦
　
都
振
連
理
事
長

な
ど
区
内
外
か
ら
多
数
の
商

店
街
関
係
者
が
お
祝
い
に
駆

け
つ
け
て
、
区
内
外
に
わ
た

る
活
躍
を
改
め
て
讃
え
る
場

と
な
っ
た
。

　
千
代
田
区
商
店
街
振
興
組

合
連
合
会
（
秋
山
利
昭
理
事

長
）
で
は
、
中
央
区
の
室
町

大
通
会
・
日
本
橋
北
詰
商
店

会
と
の
共
催
で
、

月

日

～

月
７
日
に
大
江
戸
東
京

ま
ん
ま
ん
祭
り
を
開
催
し

た
。
こ
れ
は
江
戸
開
府
よ
り

の
〝
中
心
〟
、
中
央
区
、
千

代
田
区
の
魅
力
を
世
界
に
発

信
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

　

月

日
に
は
、
日
本
橋

エ
リ
ア
に
、
地
元
名
店
と
日

本
橋
の
都
道
府
県
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
屋
台
が
出
現
。

江
戸
幕
府
公
認
の
福
徳
神
社

『
富
く
じ
』
に
ち
な
ん
で
、

１
０
０
０
円
以
上
の
買
い
物

で
参
加
で
き
る
く
じ
イ
ベ
ン

ト
も
実
施
し
た
。
ま
た
、
日

本
の
お
化
け
に
仮
装
し
て
の

『
日
本
橋
百
鬼
夜
行
』で
は
、

妖
怪
と
子
供
た
ち
が
一
緒
に

街
を
練
り
歩
い
た
。

　
千
代
田
区
で
は

月
７
日

に
金
物
通
り
で
、
日
本
の
食

文
化
を
発
信
す
る
「
神
田
居

酒
屋
屋
台
村
」
が
出
現
。
店

自
慢
の
一
品
料
理
や
江
戸
の

町
人
文
化
を
発
信
す
る
ス
テ

ー
ジ
企
画
も
実
施
し
た
。

　
期
間
中
は
、
着
物
で
来
街

す
る
と
お
得
な
特
典
を
用
意

し
た
ほ
か
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
Ｆ

ｉ
ス
ポ
ッ
ト
も
設
置
し
た
。

　
荒
川
区
の
コ
ツ
通
り
商
店

会（
杉
山
六
郎
会
長
）で
は
、

台
東
区
の
浅
草
国
際
通
り
商

店
街
連
合
会
・
か
っ
ぱ
橋
本

通
り
公
西
会
（
振
）
、
足
立

区
の
菊
水
通
り
商
店
街
振
興

会
、
荒
川
区
の
三
の
輪
銀
座

（
振
）
・
間
道
商
興
会
・
南

千
住
商
友
会
・
南
千
住
仲
通

り
商
店
会
・
べ
る
ぽ
う
と
汐

入
（
振
）
・
青
井
兵
和
通
り

（
振
）
と
の
連
携
に
よ
り
、


月
に
「
下
町
文
化
街
道
今

昔
め
ぐ
り
～
荒
川
、
台
東
、

足
立
２
０
１
５
～
」
を
開
催

し
た
。
こ
れ
は
、
新
旧
の
交

通
網
（
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
、
旧
日
光
街
道
）
エ
リ
ア

が
連
携
す
る
こ
と
で
、
下
町

庶
民
の
郷
土
芸
能
に
触
れ
て

も
ら
お
う
と
の
企
画
。

　

月
４
日
に
は
青
井
兵
和

通
り
商
店
街
で
、
「
商
店
街

ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
。
地
元
小
学
校

金
管
バ
ン
ド
パ
レ
ー
ド
や
戦

隊
シ
ョ
ー
、大
道
芸
や
屋
台
、

子
供
遊
び
縁
日
な
ど
も
実
施

し
た
。

日
に
は
南
千
住
地

区
商
店
街
で
「
奧
の
細
道
は

じ
ま
り
の
地
　
俳
句
イ
ベ
ン

ト
」
を
開
催
。
俳
句
コ
ン
テ

ス
ト
、江
戸
風
の
音
楽
演
奏
、

「
松
尾
芭
蕉
に
な
り
き
り
ウ

ォ
ー
ク
」
を
行
っ
た
。
翌


日
に
は
、
か
っ
ぱ
橋
本
通
り

公
西
会
商
店
街
に
各
地
の
か

っ
ぱ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
大
集

合
し
て
、
賑
わ
い
を
演
出
し

た
。

　

月

日
に
は
浅
草
国
際

通
り
商
店
街
、
菊
水
通
り
商

店
街
で
、
「
～
下
町
芸
能
を

振
り
返
る
～
浅
草
の
歴
史
パ

レ
ー
ド
」
を
開
催
。
浅
草
国

際
通
り
の
過
去
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
を
テ
ー
マ
に
、
各

種
コ
ス
プ
レ
・
パ
レ
ー
ド
や

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
、
抽
選
会
な
ど
が

開
催
さ
れ
た
。


